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12月、招待を受けて早大チームがハワイへ遠征

　4月、練習場を確保できた早大のレスリング部の

活動が活発化した。しかし、柔道部との確執が尾

を引いており、選手集めには苦労したもよう。

　1929年に米国に端を発した世界恐慌の影響で日

本も慢性的な不況に陥り、失業者があふれた時代。

大学へ進んでスポーツに打ち込める学生はごく一

部だったという背景もあり、産声を上げたレスリ

ングは選手集めで苦難の時期となった。

　それでも八田一朗は諦めることなくレスリング

の普及と発展に努めた。春に来日したハワイ大学

のバスケットボール・チームの中に、レスリングも

やっていて、ハワイのウエルター級王者だったツー

ミーが在籍。滞日中に早大レスリング部の練習に

参加した。

　ハワイに戻ったあと、8月末に「ハワイのレスリ

ング・シーズンである来年2月か3月に早大を招待

すべく努力している」との連絡が入った。

　10月にハワイ・アマチュアレスリング協会から

大日本アマチュアレスリング協会に正式な招待状

が届き、協会はこの申し入れを快諾。12月、八田監

督のほか、桜井尚雄（ウエルター級）、八田嵯武朗

（バンタム級）、小玉正巳（ライト級）、佐藤竹二（フェ

ザー級）、風間栄一（ウエルター級）の早大5選手で

ハワイ遠征を実施した。

　当時の花形客船だった日本郵船の龍田丸にて横

浜港を出発し、甲板にて練習を重ね、7日後にホノ

ルルへ到着した。

　ハワイは明治以来、多くの日本人が移住してお

り、物心両面でサポートしてくれた。2回の公開試

合は数万人の観客を集めたという。試合結果は、

オールハワイ州に1－4、ハワイ大学に2－2と、決

して好成績と呼べるものではなかったが、海外の

レスリングに接することができ、あらためて本格

的なレスリングの技術を日本に持ち帰ることがで

きたのが収穫だった。

◆この年の主な出来事

 1月 ヒトラーが独首相に就任
 3月 ルーズベルト、米大統領に就任
  日本、国際連盟より脱退
  ボクシングのピストン堀口がプロデ

ビュー、人気を呼ぶ
 7月 印ガンジー、個人的不服従運動
 11月 東京府中競馬場オープン
 12月 皇太子継宮明仁親王（今上天皇）、誕生
  日本劇場（日劇）が開場

早大ハワイ遠征。ともに船上で撮影したもの
（提供＝稲門レスリングクラブ）
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階級 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 順位

61kg級 八田　一朗
（フリー）

● 判定 
Karlsson, E.
（スウェーデン）

● 判定 
 Lekacos, J.
（ギリシャ）

ー

66kg級 鈴木　英太郎
（フリー）

● フォール 6'30"
Karpat, C.
（ハンガリー）

● フォール 3'48"
Pacome, C.
（フランス）

ー

72kg級 河野　芳男
（明　大）

● フォール 4'52"
D. MacDonald
（カナダ）

● フォール 2'50"
Leino, E.

（フィンランド）
ー

79kg級 小谷　澄之
（フリー）

○ フォール 3'19"
Stockton
（カナダ）

● フォール 4'20"
Johansson

（スウェーデン）

● 判定
Tunyogi

（ハンガリー）
ー

階級 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 順位

61kg級 加瀬　清
（立大）

○ 判定
Schack, C.
（デンマーク）

● フォール 10'25"
Maudr, J.
（チェコ）

● フォール 16'25"
Gozzi, G
（イタリア）

ー

66kg級 宮崎　米一
（フリー）

● フォール 3'40"
Kurland, A.
（デンマーク）

○不戦勝 
Tozzl, S.
（イタリア）

● フォール 3'25"
Malmberg

（スウェーデン）
ー

72kg級 吉田　四一
（フリー）

● フォール 12'20"
Kajanden

（フィンランド）

● フォール 1'05"
Gallegati
（イタリア）

ー

※階級はkgで表示。当時の日本での呼称は、61＝フェザー級、66＝ライト級、72＝ウエルター級、79＝ミドル級

【フリースタイル】

【グレコローマン】

ロサンゼルス・オリンピック　日本選手成績
1932年 7月30日～8月14日　米国・ロサンゼルス

ロサンゼルス・オリンピックの日本代表選手団。後列左から2番目がフリースタイル・フェザー級代表の八田一朗
（提供＝稲門レスリングクラブ）


